
令和７年度江東区地域包括ケア全体会議 

 

令和８年３月１６日（月）午後１時３０分 

江東区文化センター５階 第６～８会議室 

 

会議次第 

 

 議題 

 １ 部会からの報告 

 ２ 多職種連携・住民主体の取組報告 

 ３ 第２期江東区地域福祉計画（案）について 

 ４ その他報告事項 

  

 配布資料  

 資料１ 各部会報告 

資料２ 多職種連携・住民主体の取組事例 

資料３ 第２期江東区地域福祉計画（案）について 

資料４ 令和７年度地域包括ケアシステムのリーフレットについて 

別紙１ 地域包括ケアシステムが毎日を支えます リーフレット（案） 

 

参考（机上配布） 

番号なし 江東区地域包括ケア全体会議 委員名簿 

 



所管課部会と取り扱う既存会議体等部 会

健康推進課
江東区在宅医療連携推進会議
在宅医療多職種連携研修

在宅医療連携部会

地域ケア推進課認知症施策推進会議認知症部会

障害者施策課
障害者支援課
保健予防課

地域自立支援協議会
医療的ケア児支援連携会議
難病対策地域協議会

障害児〈者〉の医療・
福祉サービス部会

長寿応援課
下町支え合い会議
高齢者見守り連絡会
高齢者地域見守り連絡会

生活支援部会

地域ケア推進課ＩＣＴ準備協議会情報共有部会

各部会報告
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在宅医療連携部会

在宅医療連携推進会議会議

在宅医療の取り組みを進めるため、医療や介護の関係機
関・関係職種で効果的な在宅医療連携の推進策について検
討を行う。

部
会

内
容

参
加
者

①地域での在宅医療の体制づくり
②在宅医療を進めるためのスムーズな多職種連携の在り方
③区民への周知・啓発

課
題

在宅医療連携推進会議
日時：令和８年２月２日（月）１３時３０分～
・在宅医療連携推進事業の実施報告及び在宅医療についての現
状把握、課題共有
・区内の在宅療養支援診療所、在宅療養支援病院の患者支援状
況についての情報共有
・安心して暮らせるための在宅医療や介護連携を進めるための
意見交換

令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

①医療や介護連携の充実にむけて
・多職種連携研修、訪問看護ステーション実習研修等の実施
・２４時間診療体制推進のための連携強化
・情報共有ツール等の活用
②在宅医療の促進にむけて（普及啓発含む）
・医療機関マップ、在宅療養ガイドブックの作成、周知
・区民シンポジウム、区民学習会の実施
・医療相談窓口等の実施

令
和
8
年
度
以
降
の
取
組

□リハビリ
職

■介護福祉
士（訪問・通
所）

■介護支援
専門員

■看護師
（訪問看護
師）

■医療ソー
シャルワー
カー

■薬剤師■歯科医師■医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

■長寿サ
ポートセン
ター

□NPO、地
域活動団体

■民生・児
童委員

■町会・自
治会、一般
区民

□管理栄養
士

□社会福祉
士

□社会福祉
協議会

□柔道整復
師
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認知症部会

認知症施策推進会議
会
議

「認知症のある方」及びその家族が住み慣れた地域で安心
して生活を継続していくために、認知症施策に係る課題及
び解決策の検討を目的とする。

部
会

内
容

参
加
者

認知症基本法の理念に即し、「認知症のある方」の意思を
尊重した、本人と家族を支える地域づくりの推進

課
題

認知症施策推進会議（全2回）
第1回令和7年7月25日（金）
【内容】令和6年度の実績報告等
第2回令和8年2月19日（木）
【内容】令和7年度の認知症関連事業の実施状況報告

令和8年度の取り組みについて

令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

・認知症のある方・家族支援の取り組みとして、おれんじ
るーむや本人ミーティング・家族ミーティング等の新設会
場の周知等、地域資源の継続推進
・認知症サポーターの活動促進、チームオレンジとの連携
・セルフチェックリストのデジタル化など早期の気づき・
対応の普及啓発
・高齢者地域包括ケア計画と一体的に策定する認知症施策
推進計画に認知症本人・家族の声を反映するための聴取

令
和
8
年
度
以
降
の
取
組

□リハビリ
職

■介護福祉
士（訪問・通
所）

■介護支援
専門員

■看護師
（訪問看護
師）

■医療ソー
シャルワー
カー

■薬剤師■歯科医師■医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

■長寿サ
ポートセン
ター

■NPO、地
域活動団体

□民生・児
童委員

□町会・自
治会、一般
区民

□管理栄養
士

□社会福祉
士

□社会福祉
協議会

■柔道整復
師
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障害児(者)の医療・福祉サービス部会

地域自立支援協議会
会
議

国や都道府県・市区町村の機関やサービス提供事業者等の関係者が、障害者
に関する福祉・就労・保健医療等といった分野のサービスを総合的に調整す
るとともに、地域で生活する障害者を支えるネットワークを構築し、障害の
有無に関わらず、誰もが安心して暮らせる地域づくりを推進することを目的
とした協議会

部
会

内
容

参
加
者

・個別事例より抽出する地域課題に関する協議会運営
・基幹相談支援センター設置後の地域生活支援拠点等の整
備

課
題

・協議会の各専門部会（地域生活支援部会、精神部会、就
労支援部会、児童部会、権利擁護部会）における課題と取
組の報告
・個別事例検討を通じた地域課題の抽出・共有
・基幹相談支援センター開設等の区施策に関する報告

令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

・各専門部会より集約した個別事例をもとに地域課題の抽
出、課題の共有及び整理を行う。
・基幹相談支援センターと協働して相談支援体制をはじめ
とする地域ネットワークの強化、地域生活支援拠点整備の
あり方等を検討する。

令
和
8
年
度
以
降
の
取
組

□リハビリ
職

□介護福祉
士（訪問・通
所）

□介護支援
専門員

□看護師
（訪問看護
師）

□医療ソー
シャルワー
カー

□薬剤師□歯科医師□医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

□長寿サ
ポートセン
ター

■NPO、地
域活動団体

□民生・児
童委員

□町会・自
治会、一般
区民

□管理栄養
士

□社会福祉
士

■社会福祉
協議会

□柔道整復
師
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障害児(者)の医療・福祉サービス部会

医療的ケア児支援連携会議
会
議

医療的ケア児に対する支援、相談体制等について必要な措
置を講じるとともに、関係機関及び民間団体と医療的ケア
児支援に資する情報の共有を図る。

部
会

内
容

参
加
者

①当事者家族の負担軽減
②関係機関の連携や情報共有

課
題

・区内の医療的ケア児の状況および各施設等における受け
入れ状況の報告と共有
・東京都医療的ケア児支援センターの相談状況の報告
・医療的ケア児とその家族の生活実態把握アンケート結果
の報告
・「医療的ケアが必要なお子さんと家族の交流会」の開催
報告

令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

・冠婚葬祭等の緊急時において、重症心身障害児対象の障
害児通所支援施設の開所時間外での一時預かりを実施
・重症心身障害児（者）在宅レスパイト支援事業の利用者
負担額を無償化

令
和
8
年
度
以
降
の
取
組

□リハビリ
職

□介護福祉
士（訪問・通
所）

□介護支援
専門員

■看護師
（訪問看護
師）

■医療ソー
シャルワー
カー

□薬剤師■歯科医師■医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

□長寿サ
ポートセン
ター

□NPO、地
域活動団体

□民生・児
童委員

□町会・自
治会、一般
区民

□管理栄養
士

□社会福祉
士

□社会福祉
協議会

□柔道整復
師
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障害児(者)の医療・福祉サービス部会

難病対策地域協議会
会
議

令和８年２月３日（火）開催
難病対策事業の報告及び情報交換
その他

部
会

内
容

参
加
者

①難病患者の個々の療養・生活に応じた支援
②難病患者が利用できる制度・サービスの周知

課
題

・難病医療費助成申請時の面接で個々の療養・生活状況の確認、
利用できる制度の周知
・改定した「難病事業のご案内」や令和７年３月より作成してい
る「平常時から備え・確認しておくこと」のリーフレット、「緊
急医療手帳」等を配布し、内容を共有した
・災害時の備えとして、災害時個別支援計画の策定や自家発電装
置等給付事業の推進
・委員より、在宅人工呼吸器使用者の停電時の対応について具体
的な問題提起がなされ、それについて意見交換を行った

令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

・難病医療費助成申請時の面接で個々の療養・生活状況の
確認
・災害時の備えとして、災害時個別支援計画の策定や自家
発電装置等給付事業の推進
・専門医や医師会、歯科医師会、薬剤師会の他、看護、介
護、東京都の担当者やハローワーク、患者代表など多岐に
わたった関係機関による意見交換

令
和
8
年
度
以
降
の
取
組

□リハビリ
職

□介護福祉
士（訪問・通
所）

■介護支援
専門員

■看護師
（訪問看護
師）

□医療ソー
シャルワー
カー

■薬剤師■歯科医師■医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

■長寿サ
ポートセン
ター

■NPO、地
域活動団体

□民生・児
童委員

□町会・自
治会、一般
区民

□管理栄養
士

□社会福祉
士

□社会福祉
協議会

□柔道整復
師
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生活支援部会

下町支え合い会議、高齢者見守り連絡会、高齢者地域見守り連絡会
会
議

・「下町支え合い会議」は、多様な関係主体間の情報共有
及び連携強化を図るため、令和8年2月4日に開催した。
・「高齢者見守り連絡会」は令和8年3月5日に開催予定、
「高齢者地域見守り連絡会」は全8回、地域ごとに実施した。

部
会

内
容

参
加
者

①高齢者の活動の場やきっかけづくり
②地域の多様な主体が助け合い活動を行っていくための機
運醸成

課
題

①「シニア世代地域活動あと押しセミナー」において地域
活動の説明・相談会を実施した。地域を支える担い手によ
る活動事例を紹介し、受講生への多様なきっかけづくりを
図った。
②「高齢者生活支援体制整備事業」において、区内全域を
対象とする第1層協議体に加え、「江東区地域福祉計画」の
中圏域を対象する第2層協議体を開催した。今年度は新たに
城東南部で第2層協議体立ち上げた。

令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

①別事業である「自悠大学」、江東区社会福祉協議会の
「ボランティア・アカデミー」にて同内容の講義等を実施
することから、事業効率化の観点より、「シニア世代地域
活動あと押し事業」は令和7年度をもって廃止する。
②地域課題の解決に向けてより主体的な活動となるよう、
支援をしていく。また、深川北部地区において、新たな第2
層協議体の立ち上げを目指す。

令
和
8
年
度
以
降
の

取
組

□リハビリ
職

□介護福
祉士（訪
問・通所）

□介護支
援専門員

□看護師
（訪問看護
師）

□医療ソー
シャルワー
カー

□薬剤師□歯科医
師

■医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

■長寿サ
ポートセン
ター

■NPO、地
域活動団
体

■民生・児
童委員

■町会・自
治会、一般
区民

□管理栄
養士

□社会福
祉士

■社会福
祉協議会

□柔道整
復師
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情報共有部会

ＩＣＴ準備協議会
会
議

地域の医療・介護関係者間のＩＣＴを活用した患者情報の
共有について部

会
内
容

参
加
者

ＩＣＴを活用した情報共有について
課
題

前年度と状況に変化がないため、休会とした。
令
和
7
年
度
に

行
っ
た
取
組

個人情報等の観点から、協議会のテーマを「ICTを活用した
情報共有」へ見直すとともに、今後のICTツールの活用に向
け、施策内容等に沿った情報の共有を進める。

令
和
8
年
度
以
降
の
取
組

□リハビリ
職

■介護福祉
士（訪問・通
所）

■介護支援
専門員

■看護師
（訪問看護
師）

□医療ソー
シャルワー
カー

■薬剤師■歯科医師■医師（サ
ポート医、
かかりつけ
医等）

■長寿サ
ポートセン
ター

□NPO、地
域活動団体

□民生・児
童委員

□町会・自
治会、一般
区民

□管理栄養
士

□社会福祉
士

□社会福祉
協議会

□柔道整復
師
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多職種連携の取組

事例

住民主体の取組

事例

事例１ 江東区助け合い活動連絡会通信

◆多職種連携の取組事例

◆住民主体の取組事例

事例１ 江東社会福祉士会
事例２ 東京都理学療法士協会江東区支部

資料 2



江東社会福祉士会の取組 

                             江東社会福祉士会 

 

1 設立の目的 

 江東区民の社会福祉サービスの発展、社会福祉に関する知識の普及・啓発を

図るとともに、社会福祉士としての専門的技能の研鑽、専門職相互の連携を図

り、江東区における社会福祉の増進に寄与することを目的としています。 

そして、江東区をベースに、より身近な地域で地域特性を踏まえたトータルな

福祉実践活動を追究している任意団体です。 

 

2 構成員 部会 

構成員は、社会福祉士に限らず、福祉関係者、事務職、行政書士等他職種で構

成されております。本活動に興味がある方であればどなたでも参加できます。 

会費は無料です。 

部会（定例会）は、毎月第 3火曜日 19 時から開催しております。 

 

3 令和 7年度活動報告 

会員の各領域における活動を支援するべく調査研究や研修・交流の機会を提

供しております。 

講演会  9/26「クレプトマニアからの脱却」 

学習会  1/28「『自立生活援助』とは何か」 

3/27（予定）「離婚後の共同親権 子どもを巡ぐる課題を考える」 

研修会  9/12「介護保険２５年を検証する― 制度の原点と現在地 ―」 

交流会  1/16 交流会は社会福祉に興味がある関係者との交流を深める会です。

38 人の参加者がありました。 

定例会  毎月１回第 3火曜日 

総  会  6/7 記念講演「技術と福祉」（講師：元 芝浦工業大学工学部教授 中

村広幸さん） 

 

4 令和 8年度活動計画 

（1） 社会福祉に関連する研究、人的交流 

（2） 会員相互の参加による学習会を開催する 

（3） 会員及びその他の社会福祉関係者との交流を深める 

（4） 定例会で情報交換を深め、さまざまな分野の福祉の現状を理解する 

定期総会 

定例会 

学習会 

研修会 

区民向けイベントなど 

交流会 交流会は社会福祉に興味がある関係者との交流を深める会で

す。 

多職種連携の取組　事例１



江東区支部 組織紹介

令和7年度活動報告

江東区在勤会員数 379名

事務局：江東リハビリテーション病院、江東病院、東京城東病院

◆ 通いの場の支援（令和7年4月28日＠北砂西、6月17日＠住吉）

◆ 江東区民祭りでの相談会（令和7年10月18日、19日＠木場公園）

◆ ウォーキング講座（令和7年11月17日＠サロンド南砂）

◆ 体力測定会（全12回 ＠区内各所）

◆ 地域ケア会議（全4回 ＠区内各所）

◆ 区民公開講座（令和8年2月22日＠総合区民センター）

令和８年度活動計画

① 江東区民祭り2026での相談会

② 区民向け公開講座

③ デジタルデバイス活用講座

④ 都民向け公開講座＠東京都立大学

多職種連携の取組　事例２
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第２期江東区地域福祉計画（案）（抜粋） 

令和８年度〜令和 11 年度 
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令和８年３月１６日 

福祉部地域ケア推進課 

 

 

令和７年度地域包括ケアシステムのリーフレットについて 

 

 

標記リーフレットについて、下記の通り作成いたします。 

 

 

１ リーフレット概要 

地域包括ケアシステムの理念共有化や区民への普及を目的に作成しており、

令和５年度には委員に意見照会し内容の修正を行った。 

 

２ 令和７年度修正点 

 ・出典元およびデータの情報を更新した。 

 ・長寿サポートセンター一覧を更新した。 

所在地の欄を削除し、FAX番号の欄を追加 

  豊洲長寿サポートセンターサブセンターを追加 

 ・長寿サポートセンターの認知度向上のため江東区観光キャラクターコトミ

ちゃんをリーフレットに取り入れた。 

 

３ 今後の予定 

 令和８年６月（予定）に各委員の方へ送付いたします。活動等でご活用いた

だく場合、必要部数を送付させていただきますので、事務局までご連絡くださ

い。 
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